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１ １

☆
「
十
九
周
年
の
つ
ど
い
」
が
六
月
十
三
つ
づ
け
て
」
と
題
し
て
日
記
と
の
縁
を
落
ち

日
、
八
千
代
市
南
詣
服
箕
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
着
い
た
口
調
で
堂
々
と
語
ら
れ
た
。
展
示
頂
普
段
は
二
時
間
の
内
容
を
つ
ど
い
で
は
各
目

で
、
百
名
も
の
参
加
者
を
得
て
盛
大
に
行
わ
い
た
「
一
字
日
記
」
は
墨
跡
美
し
く
見
事
な
十
分
間
に
短
縮
し
、
発
表
し
た
。
十
三
人
の

れ
た
。
ま
ず
秋
葉
就
一
八
千
代
市
長
さ
ん
、
も
の
で
、
じ
っ
と
魅
入
る
人
か
ら
感
嘆
の
声
発
表
者
が
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
自
分
の
言
葉

伊
藤
伸
子
さ
ん
か
ら
祝
辞
を
戴
き
、
続
い
て
が
上
が
っ
た
。
で
コ
ン
パ
ク
ト
に
語
っ
て
く
れ
、
参
加
者
は

島
が
「
来
年
は
二
十
周
年
、
豪
華
絢
燗
た
る
「
日
記
熟
濡
集
編
」
は
前
年
度
に
「
戦
中
最
後
ま
で
集
中
し
て
聞
き
入
っ
て
い
た
。
展

つ
ど
い
に
し
た
い
今
狸
気
に
が
ん
ば
り
ま
す
」
戦
後
の
日
記
に
学
ぶ
」
を
テ
ー
マ
に
行
っ
た
示
に
も
関
心
が
集
ま
っ
た
。
後
期
高
齢
者
か

と
挨
拶
し
た
。
日
記
塾
五
回
、
「
聞
か
せ
て
あ
な
た
の
戦
ら
壹
雫
子
供
ま
で
総
動
員
の
多
彩
な
発
表

ま
た
古
川
喜
代
子
さ
ん
は
「
日
記
と
歩
み
中
戦
後
二
回
を
ま
と
め
て
披
露
す
る
も
の
。
に
、
大
き
な
拍
手
が
続
い
た
。

ｙ
ｆ
恥
Ｔ
も
ｊ
４
彫
４
Ｙ
“
＃
砧
マ
リ
ｆ
も
￥
砂
ｆ
恥
Ｙ
串
彩
も
￥
砂
ｆ
池
Ｔ
リ
ヅ
も
￥
妙
ｆ
池
Ｔ
や
ｆ
４
ｖ
砂
苧
弛
Ｙ
γ
ｆ
も
￥ 挨拶

体験談｢日記と歩みつづけて」
…

古
川
室

生に褒

になっ

た頃か

るいろ

表には

j会い、

された

り後｢と

分史を

を見つ

ことへ

日記も

で「白

た◎毎

を一字

こうと

毎日書

れたこ

218年

ら「日

110回

･今回

H、 「プ

も展示

気持で

…
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一

私は小学生時代に作文を先生に褒

められた時に書くことが好きになっ

た。結婚、育児を一通り終えた頃か

ら着付け、書道に熱中し、いろいろ

な出会いを重ねてきた。島代表には

｢生涯大学」で生徒として出会い、

日記にかける思いを熱心に話された

ことが強く印象に残った｡その後｢と

どろき公民館」での講座「自分史を

書こう」講師に島代表の名前を見つ

けて迷わずに受講した。書くことへ

の熱意が掻き立てられ、また日記も

書き始めた。そんな時に店頭で「白

い本」 （二見書房）を見つけた。毎

日つける日記から好きな漢字を一字

拾い出しこの白い本に筆で書こうと

思いついた。書道の師より「毎日書

くことが上達の道」と教えられたこ

ともきっかけになった。平成18年

元旦から始めたが、4年前から「日

記ろまん」に掲載を依頼され10回

の連載を終えることが出来た。今回

｢一字日記」 13冊、日記2冊、 「プ

ラスアルファー（自由日記）も展示

して頂いた。感慨深く感謝の気持で

一杯である。

する島代表砂 Z＝⑱〃…

日
記
か
ら
五
つ
の
柱
を
考
え
た
。
１
．
平

和
の
受
け
止
竺
凡
「
四
十
二
歳
の
舂
第
一

日
は
か
く
も
平
和
に
、
和
や
か
に
、
希
望
を

以
て
迎
え
る
事
が
出
来
た
の
だ
。
独
身
者
の

正
月
も
亦
あ
な
が
ち
見
捨
て
た
る
も
の
に
非

ず
と
思
っ
」
（
一
月
一
日
）
２
．
日
常
生
滝
３
．

枢
蕊
禿
「
深
更
、
人
皆
寝
静
ま
り
来
た
る
様
子
。

己
の
部
屋
の
み
僅
々
と
明
る
く
、
か
か
る
時
、

物
思
ひ
、
物
を
縮
く
、
誠
に
我
が
此
の
上
な

き
楽
し
み
な
れ
ど
、
如
何
せ
ん
。
明
朝
の
早

き
出
勤
に
支
障
を
来
さ
ん
事
を
お
そ
る
」
（
二

月
十
一
日
）
４
．
イ
ン
フ
レ
。
５
．
職
場
で
の

労
働
の
苦
労
と
喜
び
。

一

職
場
で
の
喜
び
や
不
満
、
帰
宅
し
て
か
ら

の
自
炊
生
活
、
忙
し
い
合
間
を
縫
っ
て
の
映

画
鑑
賞
労
働
争
議
の
記
述
も
多
く
当
時
の

世
相
を
う
か
が
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
が
、

二
点
に
関
心
を
持
っ
た
。
１
．
平
野
さ
ん
と
読

書
雪
軍
の
中
で
『
石
理
在
差
払
筆
壁
を

読
む
」
（
二
月
十
九
日
）
「
機
械
課
文
庫
か
ら

借
り
て
来
た
パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
の
早
翁
響
を

読
む
」
（
十
一
月
四
日
）
２
．
戦
争
と
平
和

朝
鮮
戦
争
勃
発
の
年
な
ら
で
の
感
慨
（
忌
避

感
）
。
「
戦
争
破
棄
平
和
国
家
の
夢
は
餘
り
に

も
短
い
よ
う
な
気
が
す
る
」
全
ハ
月
三
十
日
）

『
平
野
仁
蔵
日
記
』
’
九
五
○
年

か
ら
歴
史
を
読
む
…
伴
野
文
亮

｛
菫
日
記
」
一
九
四
八
年

．
…
吉
見
義
明

’
日■

鋸
纂
錫
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軍
人
を
夫
に
持
つ
松
本
幸
さ
ん
は
戦
時
下

の
日
記
と
変
わ
っ
て
、
家
庭
を
中
心
と
し
た

日
常
生
活
の
記
述
が
多
い
。
一
家
四
人
の
毎

年
の
誕
生
祝
い
、
家
庭
野
菜
つ
く
り
、
購
入

食
材
配
給
、
料
理
、
編
み
物
、
各
人
の
体

調
な
ど
で
あ
る
。
戦
争
に
関
わ
る
感
想
、
地

域
社
会
へ
の
参
加
の
記
述
は
見
当
た
ら
な

い
。
軍
人
の
妻
と
し
て
の
プ
ラ
イ
ド
で
戦
争

に
関
わ
る
思
い
は
胸
の
中
に
ぐ
っ
と
納
め
て

し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
「
誕
生
日
と
声
を

高
く
し
て
宣
言
し
て
お
く
。
誰
も
頓
着
し
て

く
れ
ぬ
故
。
お
い
な
り
ず
し
、
カ
ス
タ
ー
ド

プ
リ
ン
…
当
時
と
し
て
は
墨
局
の
ご
馳
走
に

て
な
り
」
（
昭
和
二
十
四
年
五
月
十
九
日
）

ｰ
ｰ

昭
和
十
八
年
せ
つ
子
さ
ん
が
飯
田
女
に
入

り
父
母
か
ら
書
簡
が
届
く
よ
う
に
な
る
。
立

派
な
皇
国
女
性
に
な
り
、
勉
強
を
し
て
女
医

に
な
る
よ
う
願
う
文
面
で
あ
る
。
し
か
し
、

二
十
年
に
次
兄
が
戦
死
し
、
二
十
三
年
に
父

が
急
逝
。
次
い
で
母
も
病
気
に
倒
れ
、
せ
つ

子
さ
ん
の
戦
後
は
介
護
就
職
と
激
変
し
た
。

戦
争
が
な
か
っ
た
ら
…
と
、
私
自
身
も
父
親

を
戦
争
で
亡
く
し
た
の
で
、
平
和
を
願
わ
ず

に
は
い
ら
れ
な
い
。
「
諸
先
生
の
教
え
を
守

り
立
派
な
皇
国
婦
人
と
な
り
、
戦
線
の
兵
隊

さ
ん
と
同
じ
よ
う
に
皇
国
に
お
報
い
参
ら
せ

る
橇
懸
命
な
御
努
力
、
く
れ
ぐ
れ
も
お
願

い
叙
し
ま
す
」
（
昭
和
十
八
年
十
二
月
十
二
日
）

1

『
松
本
幸
日
記
を
読
む
』
主
婦
の
戦

後
…
…
島
秀
光
、
松
本
喜
美
子

鈴
木
せ
つ
子
さ
ん
書
簡
『
父
の
教
え

母
の
愛
兄
弟
と
の
絆
」
…
長
田
松
代

3－堀 I一層

西
村
榮
雄
、
松
本
喜
美
子
、
塚
本
昌
芳
さ

ん
に
続
く
「
聞
か
せ
て
。
’
：
。
」
企
画
の
第
三

段
で
あ
る
。
含
貝
の
鈴
木
さ
ん
の
日
記
と
平

成
十
年
に
出
版
し
た
『
石
琿
些
を
照
ら
し

合
わ
せ
な
が
ら
、
ご
自
身
の
体
験
・
記
憶
を

伺
っ
た
。
鈴
木
さ
ん
の
戦
後
は
大
変
な
食
糧

事
情
そ
の
中
で
体
調
を
崩
し
た
母
親
の
介

護
を
し
な
が
ら
熱
心
に
洋
裁
を
学
ん
だ
こ

と
、
そ
の
当
時
の
苦
労
や
焦
り
に
つ
い
て
の

話
が
あ
っ
た
。

飯
塚
日
記
は
昭
和
二
十
年
七
月
か
ら
平
成

元
年
ま
で
六
十
三
冊
が
会
に
寄
贈
さ
れ
て
い

る
が
、
今
回
は
昭
和
二
十
年
か
ら
二
十
二
年

ま
で
の
日
記
を
四
人
で
読
み
解
い
た
。
戦
中

か
ら
終
戦
直
後
の
日
記
に
は
実
家
を
焼
か
れ

て
学
業
を
断
念
し
た
口
惜
し
さ
、
し
か
し
つ

き
せ
ぬ
文
学
へ
の
憧
慢
な
ど
思
春
期
の
少
女

の
心
の
揺
れ
と
生
活
、
ま
た
慣
れ
な
い
電
話

交
換
手
の
苦
労
、
苦
し
い
食
糧
事
情
も
し
ば

し
ば
記
さ
れ
る
。
戦
後
の
国
家
へ
の
不
信
感

も
随
所
に
見
ら
れ
る
。
「
聖
戦
も
へ
っ
た
く

れ
も
あ
る
も
の
か
。
あ
あ
、
特
攻
の
若
死
に

も
無
駄
、
我
々
国
民
の
苦
難
困
窮
の
い
ば
ら

の
八
年
間
も
水
泡
に
き
し
て
し
ま
っ
た
」
（
昭

和
二
十
年
八
月
十
五
日
）

－岨

『
聞
か
せ
て
あ
な
た
の
戦
中
戦

後
』
鈴
木
千
代
子
さ
ん
の
戦
中
戦

後
…
…
小
薗
崇
明
、
比
江
島
大
和
、

舟
津
悠
紀
、
伴
野
文
亮

印 牙 宇
司
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
缶

飯
塚
と
み
日
記
（
昭
和
二
十
年
～

二
十
二
年
）
を
読
む
…
大
木
め
ぐ
み
、

荻
原
利
花
、
田
中
祐
介
、
柳
井
三
津

Ｆ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
烏

飯
塚
と
み
日
記
（
昭
和
二
十
年
～

二
十
二
年
）
を
読
む
…
大
木
め
ぐ
み
、

荻
原
利
花
、
田
中
祐
介
、
柳
井
三
津

ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
君

’
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司会・渡辺明さん 島秀光さん、松本喜美子さん

1

1

左から小薗さん胴ちゃん)、舟津さん、鈴木さん、比江島さん柳井三津さん荻原利花さん大木めぐみさん田中祐介さん
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聟誼筈乙
★
八
壬
垈
里
坐
中
央
図
書
館
・
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
が
完
成
し
、
七
月
一
日
に
開
館
の
日
を

迎
え
た
。
開
館
を
祝
う
様
々
な
行
事
が
催
さ

れ
た
が
、
当
会
も
そ
れ
に
協
賛
し
「
日
記

展
」
と
秋
慕
瓢
一
市
長
と
島
代
表
の
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
を
行
っ
た
。
新
図
書
館
は
新
川
沿
い

の
川
と
緑
に
囲
ま
れ
た
静
か
な
環
境
で
、
乳

幼
児
・
子
供
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
層
が

学
び
合
え
る
場
で
あ
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て

い
る
。
閲
覧
席
も
三
百
五
十
と
千
葉
県
下
二

番
目
に
多
く
、
軽
食
も
で
き
る
。

★
私
達
が
日
記
展
を
行
っ
た
の
は
白
と
赤
の

八千代市立中央図書館開館記念

日記展と市長。代表トーク
ノ可

モ
ダ
ン
な
配
色
の
グ
ル
ー
プ
学
習
室
で
あ

る
。
一
面
に
は
会
の
活
動
の
歴
史
を
伝
え
る

展
示
を
、
一
面
に
は
八
千
代
市
の
宝
も
の
と

い
え
る
「
平
野
仁
蔵
日
記
」
全
七
十
冊
を
展

示
し
た
。
一
日
か
ら
五
日
ま
で
の
期
間
に
約

百
七
十
人
が
訪
れ
、
平
野
日
記
に
驚
嘆
、
感

動
し
て
い
た
。
村
松
洋
一
班
長
は
日
参
し
て

熱
心
に
平
野
日
記
を
紹
介
し
た
。

★
四
日
に
は
弦
栗
市
長
と
鳧
唾
表
の
ト
ー
ク

「
日
記
と
歩
む
過
去
・
現
在
・
未
来
」
が
行

わ
れ
た
。
約
四
十
人
を
前
に
市
長
が
活
動
の

動
機
、
歴
史
、
意
味
、
課
題
な
ど
を
質
問
し
、

島
代
表
が
答
え
る
と
い
う
気
軽
な
も
の
。
会

員
も
多
く
応
援
に
駆
け
つ
け
率
直
な
意
見
を

出
し
た
。
最
後
に
は
「
会
の
活
動
は
全
国
的

で
誠
に
意
義
深
い
も
の
。
今
回
の
素
晴
ら
し

い
催
し
を
見
て
益
々
そ
う
感
じ
こ
ん
な
活
動

が
八
千
代
市
内
に
あ
る
こ
と
を
誇
り
に
思
っ

た
。
今
後
は
八
千
代
市
が
こ
の
図
書
館
を
会

の
活
動
の
場
、
展
示
の
場
、
保
管
の
場
に
な

れ
る
よ
う
応
援
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
意
見

も
出
さ
れ
た
。
市
長
も
「
出
来
る
限
り
協
力

し
た
い
」
と
答
え
た
。

★
今
回
の
協
力
は
準
備
期
間
も
短
く
含
貝
の

皆
さ
ん
へ
の
お
知
ら
せ
も
不
十
分
な
も
の
で

は
あ
っ
た
が
、
多
く
の
市
民
に
会
の
活
動
を

知
っ
て
も
ら
う
良
い
機
会
と
な
っ
た
。

こ
れ
を
機
に
従
来
島
宅
で
行
っ
て
い
た
日

記
目
録
作
成
作
業
を
、
八
月
か
ら
新
図
書
館

学
習
室
へ
移
し
た
。
広
々
と
し
た
グ
ル
ー
プ

学
習
室
は
参
考
図
書
も
揃
い
、
軽
食
飲
食
も

で
き
願
っ
て
も
な
い
環
境
。
今
後
、
こ
こ
で

の
学
習
が
軌
道
に
乗
る
よ
う
対
応
し
て
い
き

た
い
。

二言一三一一 、＝

竺宣

☆
像
鋤
囲
里
か
あ
や
季
●
十
九
事
律
○
ぬ

．
加
１
１
皿
函
酉
剰
一

》
一
や

マ

7》レフ学密雲｢八千代市にこんなすばらしい日記が!?」

一
》

苧iWi _蜘
－

凶

日 班。、

秋葉八千代市長と島代表。なごやかにトーク

= Jan〃
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今
回
は
、
第
七
‐
エ
ハ
回
日
記
塾
（
二
○
一
四

年
十
月
八
日
）
で
の
報
告
を
も
と
に
、

’
九
五
○
（
昭
和
二
十
五
）
年
の
平
野
仁
蔵

日
記
の
内
容
と
、
そ
の
魅
力
の
壷
麺
往
紹
介

し
た
い
（
文
．
項
差
別
閣
な
表
現
が
み
ら
れ
る

が
、
史
料
用
至
顎
厄
て
そ
の
ま
ま
使
用
し
た
）
。

当
時
の
平
野
さ
ん
は
、
石
川
重
工
業
に
勤

務
し
て
い
た
。
ま
だ
結
婚
は
し
て
お
ら
ず
、

時
折
煙
調
を
崩
し
な
が
ら
単
身
労
働
者
と
し

て
生
活
し
て
い
た
（
な
お
平
野
さ
ん
の
詳
し

い
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
前
号
ま
で
の

「
日
記
ろ
ま
ん
」
を
参
照
さ
れ
た
い
）
。

◆
平
野
さ
ん
の
日
常
生
活

【
食
事
〕

食
事
は
、
ほ
ぼ
毎
日
、
う
ど
ん
か
パ
ン
を

食
べ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
あ
る
日
の
夕
餉

を
の
ぞ
い
て
み
よ
う
。

終
業
帰
宅
の
途
上
、
豚
肉
五
十
円
、
牛

「

靭

醗
一
九
五
○
（
昭
和
二
十
五
）
年
の

鰻
伴
野
文
一
ゞ

平
野
日
記
を
読
む

’

葵
ｋ
公
全
ハ
十
円
、
石
鹸
五
十
円
、
卵
一
個

と
二
百
田
余
の
買
物
を
し
て
戻
っ
た
。
夕

食
に
ウ
ド
ン
を
煮
て
、
肉
の
お
か
ず
に
腹

一
杯
に
食
べ
、
明
日
の
活
動
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
と
な
す
。
（
二
月
五
日
）

当
時
の
平
野
さ
ん
に
と
っ
て
、
肉
の
お
か

ず
と
う
ど
ん
を
食
べ
る
こ
と
で
、
明
日
を
生

き
る
た
め
の
活
力
を
養
っ
て
い
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
お
汁
粉
を
食

べ
て
い
た
こ
と
や
（
三
月
十
五
日
）
、
「
豚
肉

と
キ
ャ
ベ
ツ
を
共
に
い
た
め
た
も
の
」
（
四

月
五
日
）
を
食
べ
て
い
た
こ
と
が
日
記
に
は

綴
ら
れ
て
い
る
。

霜
懸
杢

働
き
づ
め
の
日
々
の
な
か
に
も
、
つ
か
の

間
の
休
日
が
あ
っ
た
。
休
み
の
日
、
平
野
さ

ん
は
家
で
ゆ
っ
く
り
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た

が
、
外
出
し
て
映
画
を
屋
悪
皇
９
る
こ
と
も
し

ば
し
ば
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

有
楽
町
に
バ
ス
を
下
り
て
、
ム
ー
ビ
銀

座
に
入
っ
た
。
本
日
封
切
り
の
映
画
「
エ

デ
ン
の
海
」
を
見
て
八
時
半
頃
帰
宅
し
た
。

（
中
略
）
夜
、
床
中
の
人
と
な
り
、
吾
が

歩
み
来
し
一
日
を
省
み
て
其
の
感
情
や
如

何
。
四
十
を
過
ぎ
し
異
映
画
を
見
て
満

足
式
か
憶
々
・
牢
‐
月
十
四
日
）

こ
の
日
平
野
さ
ん
は
、
有
楽
町
の
映
画
館

で
、
若
杉
慧
の
小
説
を
原
作
に
し
た
映
画
「
エ

デ
ン
の
海
」
を
鑑
賞
し
た
。
夜
帰
宅
し
て

か
ら
布
団
の
中
で
感
傷
に
浸
る
姿
に
も
、
つ

か
の
間
の
休
日
を
満
喫
し
た
こ
と
が
う
か
が

え
る
。
日
記
に
は
こ
の
他
に
も
、
大
相
撲
を

観
戦
し
た
り
（
五
月
十
五
日
）
、
弟
・
千
代

吉
さ
ん
の
家
に
遊
び
に
行
っ
て
休
日
を
過
ご

《平野さんの読書履歴》 し
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。

罫
藝
墓

当
時
の
平
野
さ
ん
は
、
向
学
心
に
満
ち
満

ち
て
い
た
。
三
月
九
日
の
日
記
で
は
、
「
英

語
と
習
字
を
も
う
少
し
本
格
的
に
学
び
度
い

が
ど
う
に
も
な
ら
ぬ
」
と
述
べ
て
い
る
。

六
時
半
頃
に
家
に
戻
り
、
身
体
も
疲
れ

ず
餘
り
睡
く
も
な
い
戒
そ
れ
か
ら
亦

少
々
英
語
を
学
ぶ
事
に
し
た
。
機
関
々
係

の
勉
強
も
し
た
か
っ
た
の
だ
が
慾
許
り
多

く
て
仲
々
恩
ふ
や
う
に
行
か
ぬ
。
然
し
、

英
語
丈
は
ど
う
し
て
も
、
も
う
少
し
学
ん

で
お
か
ぬ
と
後
日
大
い
に
困
る
や
う
な
事

に
出
食
す
と
恩
ふ
故
、
終
戦
以
来
五
ヶ
年
、

今
度
々
々
と
遂
に
果
し
得
な
か
っ
た
の
を

埋
苔
さ
う
。
（
十
月
二
十
四
日
）

こ
こ
か
ら
は
、
仕
事
か
ら
帰
っ
た
後
に
英

語
の
勉
強
を
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
本

人
は
「
身
体
も
疲
れ
ず
餘
り
睡
く
も
な
い
故
皀

と
い
う
が
、
労
働
者
と
し
て
一
日
中
因
体
労

酌
一
》
｜
》
｜
》
一
部
一
唖

欝名など

『石中先生行状記』を読む。

読書をした旨記戦（書名は不明)。

文芸春秋を読む。

文芸春秋を読む。

｢乱れた醤物を一々読みさして」と、読誓をしてい
た旨記戯（誓名は不明)。

日記に啄木の短歌を引用。4月10日

｢新聞が未だ配達されない時は鞄の中に入れてある

なんかの醤を開いて読むことにする。自分の落付
いた読書の時間はこれ丈である｡」と、出動前の電
車内でも読書をしていた

4月15日

｢二三日前書庫に於て、三木清著作集を繕き、巻頭
に掲げありし原稿の文字を記憶記憶深く感じて、

多分に其気持にて此の日記を記す｡」と、三木清の
言葉に感銘を受けた旨記

4月21日

5月26日『転落の歴史』を読みながら過去を回顧。

5月28日日比谷図書館に行った旨記戦。

6月5日 『潜行三十里』を読む。

6月7日 『潜行三十里』を読む。

6月10日辻政信の「ガダルカナル』を読む。

6月12日文芸春秋を読む。

7月18日『チヤタレイ夫人の恋人』を読む。

7月21日『チャタレイ夫人の恋人』を読む。

7月23日『チャタレイ夫人の恋人』を読む。

8月1日 『チヤタレイ夫人の恋人』を読む。

8月3日 rチヤタレイ夫人の恋人』を読む。読了し、河上肇
の『第二黄乏物語』を読み始める。

11月4日パール・パックのr大地』を読む。

11月5日パール・パックの『大地』を読む。

'11月6日小説を読む。

' 1 1月7日,|小説を読む。

'11月12日|読書をした旨記戦（警名は不明)。

働
を
し
た
あ
と
で
あ
る
。
平
野
さ
ん
の
知
的

欲
求
の
一
量
ｃ
が
う
か
が
え
よ
う
。
戦
後
の
厳

し
い
生
活
の
な
か
に
あ
っ
て
も
、
勉
学
、
と

り
わ
け
英
語
の
学
習
意
欲
を
強
く
抱
い
て
い

た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。

ま
た
四
月
十
日
に
は
、
石
川
啄
木
の
「
は

た
ら
け
ど
は
た
ら
け
ど
猶
わ
が
牛
活
楽
に
な

ら
ざ
り
ぢ
つ
と
手
を
見
る
」
と
い
う
短
歌
の

一
部
を
引
用
し
な
が
ら
、
実
生
活
の
苦
境
を

日
記
に
綴
っ
て
い
る
。
何
気
な
い
日
記
の
一

文
に
文
学
が
溶
け
込
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
、

立
壬
青
年
だ
っ
た
平
野
さ
ん
の
教
養
の
高
さ

が
垣
間
見
え
よ
う
。

◆
読
書
の
日
々

日
記
を
縮
い
て
ゆ
く
と
、
平
野
さ
ん
に

と
っ
て
書
物
が
日
常
的
に
あ
り
ふ
れ
た
も
の

だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
（
表
参
照
）
。

『
石
中
先
生
行
状
記
』
は
、
青
春
小
説
里
月

い
山
脈
』
を
著
し
た
石
坂
洋
次
郎
に
よ
る
、
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自
身
の
疎
開
体
験
を
も
と
に
し
た
小
説
で
あ

る
。
こ
の
日
は
、
弟
・
千
岼
些
口
さ
ん
の
家
へ

と
向
か
う
電
車
の
中
で
同
書
を
読
ん
だ
ら
し

い
。
他
に
も
、
当
時
琴
惹
示
処
分
と
な
っ
て
い

た
ロ
ー
レ
ン
ス
の
『
チ
ャ
タ
レ
イ
夫
人
の
恋

人
』
や
（
七
月
八
日
・
二
十
一
日
．
二
十
三
日
．

八
月
一
日
・
三
日
）
、
パ
ー
ル
・
バ
ッ
ク
の
『
大

地
』
を
読
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
（
十
一
月

四
日
～
七
日
）
。

小
説
を
読
む
一
方
で
、
平
野
さ
ん
は
戦
争

に
関
す
る
書
物
も
頻
繁
に
読
ん
で
い
た
。

食
事
の
前
后
、
「
転
落
の
歴
史
」
の
読

み
残
り
を
読
み
、
渦
中
の
最
も
興
味
あ
る

伊
太
利
の
没
落
、
西
欧
第
二
戦
線
の
展
開

等
の
項
に
到
り
て
、
過
去
の
生
々
し
き
記

憶
新
た
に
す
。
（
五
月
二
十
六
日
）

こ
の
日
平
野
さ
ん
は
、
読
み
か
け
だ
っ
た

森
正
蔵
『
転
落
の
歴
史
ｌ
第
二
次
世
界
大
戦

の
真
相
』
を
読
み
、
「
過
去
の
生
々
し
き
記

憶
」
を
新
た
に
し
た
と
い
う
。
ま
た
別
の
日

全
ハ
月
五
日
）
に
は
、
「
機
関
課
文
庫
か
ら
借

用
の
異
旧
行
三
十
里
』
を
三
十
分
許
り
床
の

中
で
読
ん
だ
な
り
直
ち
に
眠
り
に
就
く
」
と

あ
り
、
機
関
課
文
庫
か
ら
辻
政
信
の
潔
恒
行

三
千
里
』
を
借
り
て
読
ん
で
い
た
こ
と
も
う

か
が
え
る
。
六
月
十
日
に
は
、
同
じ
く
辻

政
信
の
「
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
」
弓
文
藝
春
秋
』
）

を
読
ん
で
次
の
よ
う
に
コ
メ
ン
ト
を
残
し
て

い
る
。

会
社
へ
の
出
勤
電
車
の
中
で
、
辻
政
信

大
佐
の
「
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
」
今
器
毒
脊
秋
）

を
読
む
戦
時
中
も
、
墓
壁
惨
な
る
戦
闘
は

あ
ま
ね
く
人
に
知
ら
れ
た
事
で
あ
っ
た

が
、
〈
ス
現
地
に
親
し
く
作
戦
し
た
実
戦

◆
朝
鮮
戦
争
、
そ
し
て
平
和
へ
の
願
い

一
九
五
○
年
は
、
朝
鮮
戦
争
が
勃
発
し
た

年
で
あ
る
。
六
月
下
旬
の
日
記
に
は
、
緊
張

感
が
日
増
し
に
高
ま
る
様
子
が
克
明
に
綴
ら

れ
て
い
る
。

夕
刊
を
求
む
れ
ば
北
鮮
軍
の
三
十
八
度

線
突
破
を
大
見
出
し
で
報
じ
て
居
る
。
冷

戦
の
結
果
は
か
シ
る
現
象
を
将
来
に
約
束

し
て
居
た
で
あ
ら
う
。
何
か
次
第
に
紛
糾

が
拡
大
す
る
性
質
の
や
う
な
予
感
が
し
て

な
ら
ぬ
。
全
ハ
月
二
十
五
日
）

韓
国
の
南
北
戦
は
、
今
新
聞
面
の
一
面

ニ
ュ
ー
フ
エ
ス
で
あ
ら
》
Ｚ
終
戦
以
来
、

平
和
平
和
と
除
り
に
も
平
和
に
な
れ
て
、

此
の
侭
で
は
む
し
ろ
人
心
惰
眠
に
陥
る
か

と
も
思
は
れ
る
位
だ
。
自
分
は
常
日
頃
思

っ
て
居
た
が
、
今
此
処
に
一
大
警
鐘
は
乱

打
さ
れ
始
っ
た
の
で
あ
る
。
案
ず
る
に
、

畢
章
、
人
類
は
此
の
地
上
に
生
存
す
る
限

り
、
平
和
と
乱
世
と
は
夜
の
高
低
、
天
気

3

』

識講蕊

柵
"I I I鋪職｜
;識職

L ｰ

勇
士
の
名
文
に
接
し
て
感
愈
々
切
な
る
も

の
あ
り
。
畿
度
か
読
了
の
行
を
再
読
し
て

止
み
得
な
か
っ
た
。

ガ
例
刷
幽
刻
謝
服

■
■
Ｏ
Ｂ
一
■
Ｈ
Ｕ
０
６
ｒ
ｐ
ａ
■
日
．
。
ｇ
■
角
■
Ｂ
命
■

｢ガダルカナル」（『文藝春秋』、
昭和25年5月特別号）

の
晴
曇
の
如
く
到
底
払
底
し
能
は
ず
し
て

併
存
す
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。
帝
砺
哩

人
類
の
生
存
と
、
争
闘
と
は
常
に
相
畢
型
型

し
て
、
此
の
世
を
形
勢
す
る
要
素
な
り
と

自
分
は
思
考
す
。
全
ハ
月
二
十
七
旦

南
北
鮮
の
紛
争
は
、
段
々
と
本
格
化
し

て
発
展
す
る
ら
し
い
気
配
だ
。
米
英
軍
も

共
に
行
動
し
て
云
々
な
ど
シ
新
聞
の
記
事

も
次
第
に
重
大
性
を
現
は
し
、
第
三
次
世

界
戦
の
萌
芽
と
も
考
へ
ら
れ
る
。
（
六
月

二
十
九
日
）

緊
迫
す
る
朝
鮮
半
島
情
勢
を
聞
き
な
が

ら
、
平
野
さ
ん
は
第
三
次
世
界
大
戦
の
勃
発

を
意
誠
す
る
よ
う
に
な
る
。
あ
の
悲
惨
な
戦

争
が
、
い
ま
再
び
現
実
に
起
こ
ろ
う
と
し
て

い
る
‐
し
こ
う
し
た
世
情
の
な
か
で
、
平
野

さ
ん
は
改
め
て
平
和
の
惨
さ
、
尊
さ
を
実
感

す
る
。

福
岡
、
祉
戸
、
八
幡
小
倉
方
面
に
昨
夜

警
戒
警
報
が
発
令
さ
れ
た
と
、
朝
刊
各
紙

は
報
じ
て
居
る
。
平
和
を
口
に
し
て
か
ら

五
ヶ
年
、
今
や
我
々
は
再
び
あ
の
凄
惨
な

セ
農
受
レ
コ
ヱ
守
争
計
。
目
罫
周
倒
型

は
報
じ
て
居
る
。
一

五
ヶ
年
、
今
や
我

空
襲
当
時
を
回
想

し
乍
ら
、
不
気
味

な
サ
イ
レ
ン
を
味

は
瞬
ね
ば
な
ら
な

い
の
か
。
戦
争
廃

棄
平
和
国
家
の
夢

は
餘
り
に
も
短
か

い
や
う
な
気
が
す

る
。
然
し
、
已
に

我
々
は
経
験
を
経

た
人
間
で
あ
る
。

空
襲
の
如
何
な
る

画
一

〃通田
口二十臼七÷二月六

’
協
蝦
抵
暇
が
唖
岬
吻
”
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双
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ん
偲
疹
棚
眠
膨
循
３
９
↓
亀
感
ず
移
恋

陸
９
毎
げ
ゑ
１
償
ｚ
Ｉ
院
挺
舜
・
母
璃
挺
修
一
侭
箪
農
岱

曾
Ｙ
卜
縦
２
４
洩
勿
丸
な
？
、
偽
塁
丁
負
人
嚢
降
啄
憾
版

権
陸
６
１
仏
、
隣
子
か
ふ
需
崎
仏
４
勺
拷
八
恥
、
樺
勝
り

恥
、
何
息
粁
叩
籾
Ｕ
股
吋
が
↓
響
紙
考
…
し
ｈ
し
．
鴬
一
息
外

”
聯
食
？
表
犀
制
と
芽
墜
美
搾
力
延
ず
難
准
も
謝
叫

“
９
や
９
暇
．
参
＃
樹
所
Ｊ
筏
た
籍
嘱
厳
・
吋
了
ｒ
坊
一
九
札
頓

渉
ち
＃
典
迩
迄
珠
’
隣
独
恥
・
宜
野
斑
囎
靭
手
巡
峻
附

蕊
瀦
闘
腿
や
蒲
牌
ｈ
臨
阿
畜
噌
齢
磯
獅
鳩
稔
蛎
鰄
舛

謄
嚥
叫
燗
証
筵
砿
腱
僻
雌
醗
陦
偲
峰
ば
噂
に
脚
”

協
同
：
、
皐
羅
弘
典
ｆ
鴛
洩
噂
片
粉
す
〃
２
挺
爵
１
７
ェ

か
を
熟
知
し
て
居
る
。
従
っ
て
、
多
少
の

心
の
動
揺
は
、
正
直
の
所
無
い
訳
で
は
な

い
が
決
し
て
腰
を
浮
か
し
て
右
往
左
往
す

る
や
う
な
事
は
な
い
。
運
命
生
命
に
就

い
て
も
お
ぼ
ろ
げ
乍
ら
戦
時
中
の
淡
い
祷

り
の
名
残
り
は
未
だ
胸
奥
に
判
然
と
残
っ

て
居
る
。
来
る
奉
雲
！
空
襲
！
我
れ
お
ど

ろ
か
じ
。
全
ハ
月
三
十
日
）

敗
戦
を
経
験
し
、
戦
後
を
力
強
く
懸
命
に

生
き
よ
う
と
す
る
一
人
の
人
間
の
姿
を
看
て

取
れ
よ
う
。
敗
戦
か
ら
五
年
、
再
び
戦
争
の

不
気
味
な
陰
が
忍
び
寄
ろ
う
と
す
る
な
か

で
、
「
来
る
空
襲
！
空
襲
！
我
れ
お
ど
ろ
か

じ
」
と
自
ら
を
奮
い
立
た
せ
な
が
ら
、
平
野

さ
ん
は
改
め
て
犀
謡
争
廃
棄
平
和
国
家
の
夢
」

に
思
い
を
馳
せ
る
。
そ
こ
に
み
ら
れ
る
の
は
、

壮
絶
な
戦
争
体
験
を
経
て
、
否
そ
れ
故
に
、

切
実
に
平
和
を
希
求
す
る
一
人
の
人
間
の
姿

で
あ
る
。
そ
の
切
な
る
声
は
、
二
度
と
戦
争

と
い
う
過
ち
を
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
と

い
う
、
戦
争
の
惨
禍
を
味
わ
っ
た
平
野
さ
ん

が
わ
た
し
た
ち
に
遺
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
。

ザ
定
甘
口
魔
ひ
参
し
ゆ
く
坊
エ
武
《
酪
津
》

鐸
到
麟
溌
捧
継
訟
畔

矧
弧
狗
紅
辺
舟
歌

昭
和
四
年
６
月
刀
日

《津=筐町､T■刀ご匿余 〔年青…す.両ロ館允室山糞1滴（】唖】
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一
月
二
十
一
日

こ
の
頃
八
時
の
サ
イ
レ
ン
と
同
時
に
職
場

に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
命
令

や
桐
喝
に
よ
っ
て
工
員
の
身
体
を
駆
使
し
よ

う
と
し
て
も
能
率
増
進
に
は
な
ら
ぬ
。

五
月
十
四
日

今
日
一
日
働
く
と
明
日
は
日
曜
日
。
此
の

頃
身
体
の
疲
労
を
甚
し
く
感
じ
る
為
も
あ
ろ

う
が
つ
く
づ
く
厭
気
を
覚
え
て
仕
方
が
な

い
。
一
年
中
騒
然
た
る
中
で
右
往
左
往
し
て

何
物
か
に
追
る
る
が
如
く
落
着
か
ぬ
気
持
で

働
く
の
が
何
ん
と
も
堪
え
ら
れ
ぬ
の
だ
。

十
月
五
日
の
記
述
に
は
重
労
働
で
あ
る
が

や
り
甲
斐
が
あ
る
仕
事
だ
と
次
の
よ
う
に
記

し
て
い
る
。

暴
秘
埠
船
鉄
隆
丸
の
試
運
転
○
一
時
間
早

出
し
て
六
時
五
十
分
入
門
。
鉄
隆
丸
の
試
運

転
に
搭
乗
。
此
処
一
、
二
ヶ
月
全
く
骨
身
を

削
る
思
い
で
働
い
た
。
船
が
漸
く
試
運
転
に

こ
ぎ
つ
け
た
此
の
感
慨
は
当
事
者
以
外
に
誰

れ
が
解
し
得
や
う
」

今
号
は
昭
和
二
十
年
十
一
月
か
ら
働
い
た

石
川
島
造
船
第
二
工
場
で
の
様
子
を
お
伝
え

し
た
い
。

、

IIIIIIIIIIIIII

昭
和
三
十
年

四
十
八
歳
（
一（下

の
読
ん
だ）

・
骨
身
を
削
る
思
い
で
働
く

平
野
仁
蔵
日
記

昭和30年給与表 と
月|手取金額｜ 特記事項 ｜水
,月|,9,3,8 1無尽落す約,0,000円I筒

五
月
二
十
八
日

給
料
日
○
会
社
に
向
ふ
足
取
り
も
何
時
も

と
違
っ
て
活
気
が
あ
る
。
仕
事
を
し
て
も
苦

に
な
ら
な
い
。
手
取
り
一
万
九
肝
六
百
七
拾
円

也
○
帰
り
太
泓
テ
パ
ー
ト
で
智
子
の
お
も
ち
ゃ

六
月
三
日

午
に
班
長
氏
か
ら
モ
デ
ル
・
シ
ョ
ッ
プ
運

動
の
話
し
あ
り
。
結
局
は
我
々
が
感
じ
る
の

は
労
働
強
化
以
外
の
何
物
で
も
な
い
。
生
産

を
挙
げ
よ
！
と
云
ふ
前
に
厚
生
方
面
を
も
っ

と
早
く
轄
備
せ
よ
！
と
叫
び
度
く
な
る
。

八
月
十
三
日

残
業
徹
夜
と
造
船
所
の
工
員
は
全
く
健

康
な
ど
無
視
し
て
働
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
家
に

戻
っ
て
涼
し
い
夜
風
に
吹
か
れ
乍
ら
ラ
ヂ
オ

を
聞
い
て
居
る
と
血
を
流
す
や
う
な
苦
闘
の

田
中
順
子

2月18,400都民税2,000円天引

雲3月18,519
,

4月記述なし

5月”･晴圏外5"崎悶事
6月21,940 を

＝

7月記述なし夏期手当14,200円貝
つ

8月20,000 て

皇
9月16,000残業82.5時間

10月記述なし
911月記述なし

12月19,900懐中に40000円有りゑ
BQc 。。‐画■＝望

豊型::::燕霊－1■■

Lポｰﾅｽ総額ろ,300円税金6,072円手取り19,200円

一
目
笙
心
れ
て
暫
し
陶
然
と
す
る
の
で
あ
る
。

九
月
十
日

毎
日
此
の
混
乱
の
中
で
働
き
つ
づ
け
る
の

か
と
思
ふ
と
厭
に
な
っ
て
く
る
。
こ
れ
が
未

だ
若
か
っ
た
ら
如
何
に
働
く
と
も
疲
れ
を
知

１
坐
平
野
さ
ん
が
手
掛
け
た
船
Ｔ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

一
『
聖
同
函
。
□
く
ｊ
Ｊ
Ｉ
守
私
・
皇
。
↓
４
Ｊ
ｆ
ｆ
ｙ
４
Ｊ
ｆ
Ａ
猟
川
一

ら
ぬ
や
う
な
元
気
な
時

代
な
ら
此
ん
な
気
持
も

起
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
が
、

一
日
の
労
働
を
や
っ
と

持
ち
こ
た
え
る
位
の
体

力
だ
。

十
月
二
日

六
月
か
ら
初
め
て
手

掛
け
た
新
造
船
「
鉄
隆

丸
」
は
、
余
り
各
機
関

の
詳
細
を
知
ら
ぬ
自
分

鯛 5ﾊ24ﾉ254ﾊ8 4ﾉ7 2/101/7I"2910/3110隅 I陥別8 8/I鞭8

米
軍
上
陸
用
舟
艇

湘
南
製
作
所
へ
出
張
（
横
須
賀
）
。
戦
前
に
一
度
行
っ

た
。
今
は
米
軍
に
接
収
さ
れ
て
居
る
。

汐
路
丸
、
試
運
転
。
本
牧
沖
へ
出
て
四
時
半
会
社
へ

帰
港
す
。

Ｌ
Ｃ
Ｕ
の
窮
屈
な
船
内
で
一
日
中
働
く
。

Ｌ
Ｃ
Ｕ
の
ア
ラ
ー
ム
テ
ス
ト
で
一
日
中
働
く
。

国
鉄
連
絡
船
（
紫
雲
丸
）
の
衝
突
沈
没
事
故
。
犠
牲

者
百
人
余
と
か
。

極
東
丸
・
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
・
あ
さ

風
（
海
上
自
衛
隊
）
・
安
国
丸

鉄
隆
丸
（
新
造
鉛
）
二
万
三
千
ト
ン
の
仕
事
始
め
る
。

釧
路
丸
、
補
機
関
係
の
工
事
に
入
る
。

Ｌ
Ｓ
Ｔ
（
職
車
揚
陸
艦
）
が
帰
港
。

釧
路
丸
の
給
水
ポ
ン
プ
完
全
に
失
敗
。

鉄
隆
丸
試
運
転
（
６
／
記
か
ら
手
掛
け
た
新
造
船
）

に
搭
乗
。
二
時
半
頃
、
船
上
に
乗
り
テ
ー
プ
な
ど
持
っ

て
時
刻
を
待
つ
。
各
船
の
汽
笛
、
吹
鳴
と
共
に
新
造

船
は
そ
の
巨
体
が
海
上
に
動
く
。
く
す
玉
か
ら
鳩
が
飛

び
出
す
。
湧
き
上
が
る
歓
声
。
造
船
技
師
の
醍
醐
味
だ
。

タ
イ
ペ
イ
号
・
ケ
ー
・
ル
ノ
ー
号
（
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｒ
Ｕ
Ｎ
Ｏ
）

オ
ラ
イ
オ
ン
進
水
一
万
五
千
ト
ン

ブ
イ
ナ
・
フ
オ
ー
チ
ナ
号
一
万
四
千
ト
ン
進
水

⑪○月

上 白 玉図星や入團罫金2翁 g零
禿 崖 画 ワロ 賀

ｂ
８
Ｌ
■
Ｕ
■
■
０
■
■
■
■
■
■
０
日
■
日
■
■
■
日
■
凸

淵
ふ
丁
鷺
卿
か
２
２
場
鰍
し
二
羽
ｔ
累
た
鱈
．

惇
鰄
桐
叩
峰
峠
脾
畔
岫
洞
躁
哩
臆
臆
Ⅱ
唯
峰
岬
惟
仙
乏
１
川
膣
膿
い
ぃ
砿
脇
恥
催
雁
脹
時
瞬
四
岸

・
恩
可
切
マ
う
ゃ
え
畢
・
・
画
蜘
？
侭
飾
Ⅶ
像
，
し
紮
缶
判
！

ｂ
８
Ｌ
■
Ｕ
■
■
０
■
■
■
■
■
■
０
日
■
日
■
■
■
日
■
凸

淵
ふ
丁
鷺
卿
か
２
２
場
鰍
し
二
羽
ｔ
累
た
鱈
．

』
”
桐
叩
峰
峠
脾
畔
岫
洞
躁
哩
臆
臆
Ⅱ
唯
峰
岬
惟
仙
乏
１
川
膣
膿
い
ぃ
砿
脇
恥
催
雁
脹
時
瞬
四
岸

・
恩
可
切
マ
う
ゃ
え
畢
・
・
画
蜘
？
侭
飾
Ⅶ
像
，
し
紮
缶
判
！

顎
科
Ｍ
１
睦
公
氷
ゑ
り
塁
恥
１
胤
協
咄
ｔ
廊
違
、
、
臆
落
獄

ｉ
等
Ｉ
Ｉ
Ｌ
’
池
苓
侭
迩
ら
掩
不
弘
歓
喀
侭
農
侭
伽
。
易
鞍

叶
向
彰
署
，
埼
扉
埠
冨
ｆ
へ
脚
，
篭
．
、
班
．
汰
狩
篭
迄
↓
ｒ
年
４
，

息
延
う
へ
朧
馨
身
久
●
、
褐
的
綱
鬼
森
；
鰯
剰
令
ム
ム
鈴
晶
ｒ
鰹

救
舟
可
沸
間
身
烏
で
半
も
蝋
《
儲
一
言
”
電
咋
礼
禰
糸
惹
‐
凧
叫

言
入
守
‐
盲
”
愈
乃
時
リ
や
更
楠
芋
鋺
島
ひ
聰
水
４
念
脅
．
・
し

”
繭
．
豹
働
蒋
鼠
噂
鰭
Ｙ
乱
勘
噌
迄
個
胤
温
和
』
券
上
蒲
郡
均
丞
曇

小
袖
間
．
＃
馬
き
ず
き
．
と
り
聯
を
？
貫
噌
ら
、
Ｉ
魚
ｒ
恥
．

叶
向
望
苓
，
埼
扉
埠
冨
ｆ
へ
脚
，
篭
．
、
班
．
汰
狩
篭
迄
↓
ｒ
年
４
，

亀
延
う
へ
朧
馨
身
久
●
、
褐
的
綱
鬼
森
；
鰯
剰
令
ム
ム
鈴
晶
ｒ
鰹

薯
斗
琳
耐
間
身
烏
で
半
も
蝋
《
儲
一
言
”
電
咋
礼
禰
糸
惹
‐
凧
叫

言
入
守
‐
盲
”
愈
乃
時
リ
や
更
楠
芋
鋺
島
ひ
聰
水
４
念
脅
．
・
し

”
繭
．
豹
働
蒋
鼠
噂
鰭
Ｙ
乱
勘
噌
農
佃
胤
凉
和
』
券
上
蒲
郡
均
丞
妥

十
柚
同
・
沙
馬
蛾
弟
き
・
と
日
幽
鬼
へ
冠
『
庭
噌
掲
ｔ
Ｉ
Ｌ
物
叱
．

稔
溌
叩
蝋
迄
細
卵
Ｉ
獄
を
命
皐
坐
、
州
陸
陥
晩
腿
峰
”
し
邦
１
７
毛
１
１

＃
：
燃
訟
な
い
剛
〃
鉤
っ
尋
亦
も
叉
禽
．
銅
即
到
剛
猟ｌ

絵
二
球
，
県
、
狸
ま
坐
Ｉ
篇
も
』
秘
γ
胤
句
ら
鴎
０
斗
入
Ｌ
汎
庁
竹
浄

■

０

稔
溌
叩
蝋
迄
細
卵
Ｉ
獄
を
命
皐
坐
、
州
陸
陥
晩
腿
峰
”
し
邦
１
７
毛
１
１

＃
：
燃
訟
な
い
剛
〃
鉤
っ
尋
亦
も
叉
禽
．
銅
即
到
剛
猟ｌ

絵
二
球
，
県
、
狸
ま
坐
Ｉ
篇
も
』
秘
γ
胤
句
ら
鴎
０
斗
入
Ｌ
汎
庁
竹
浄

■

０

に
は
中
々
の
気
苦
労
で
あ
る
。
然
し
詳
細
に

究
明
し
納
得
の
行
く
時
は
何
ん
と
も
云
い
知

れ
ぬ
愉
悦
に
浸
る
。

お
わ
り
に

平
成
十
五
年
の
「
日
記
ろ
ま
ん
」
二
十
五

号
は
平
野
日
記
の
特
集
。
島
代
表
と
の
対
談

の
な
か
で
「
平
野
さ
ん
は
何
故
日
記
を
書
く

の
で
し
ょ
う
か
」
の
問
い
に
「
日
記
を
止
め

る
と
自
分
の
足
跡
が
と
だ
え
て
し
ま
う
と
い

う
妄
想
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
」
と

語
っ
て
い
る
。
明
治
・
大
正
・
昭
和
・
平
成

と
激
動
の
時
代
を
生
き
、
百
二
歳
の
天
寿
を

全
う
し
、
七
十
三
冊
の
日
記
を
適
し
た
。

明
治
四
十
生
生
ま
れ
の
寺
全
室
目
年
は
大
正

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
時
代
の
牢
気
の
な
か
で
青

春
時
代
を
皿
狸
」
し
た
。
漱
石
の
『
坊
ち
ゃ
ん
』

量
枕
』
『
こ
こ
ろ
』
、
泉
鏡
花
の
肩
裂
不
図
』
、

田
山
花
袋
の
『
蒲
団
』
等
々
が
明
治
末
か
ら

大
正
に
か
け
て
発
表
さ
れ
、
彼
の
知
的
好
奇

心
を
大
い
に
刺
激
し
た
に
違
い
な
い
。

記
述
文
の
な
か
に
文
学
的
表
現
が
随
所
に

見
受
け
ら
れ
る
。
（
終
）

■か 巴一

日記原文(昭和30年5月28日）



日記ろまん 平成27(2015)年10月14日(7)第63号

一
鰯
３
「
女
性
の
日
記
か
ら
学
ぶ
会
』
二
十
年
の
歩
み
一

未
来
に
続
く
活
動
を
め
ざ
し
て

魔

〃
〃
０
８
１
０
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
１
１
０
８
０
８
０
８
０
０
０
８
Ｆ
９
０
８
０
Ｉ
８
０
０
Ｉ
０
ｌ
’
８
８
８
９
０
０
８
８
８
０
８
８
８
１
ｊ
８
１
８
８
８
０
９
９
０
８
１
０
１
０
１
Ｉ
Ｉ
６
１
０
ｌ
Ｉ
Ｕ
８
８

《
中
期
Ⅱ
（
平
成
十
八
年
～
一
千
二
年
）
》

島
利
栄
子

★
十
周
年
を
祝
う
り
で
、
一
千
部
発
行
。
無
料
配
布
し
た
。

平
成
十
八
年
。
十
周
年
を
祝
っ
三
つ
の
事
三
つ
目
は
特
別
号
「
日
記
ろ
ま
ん
」
（
第

業
を
行
っ
た
。
「
十
周
年
の
つ
ど
い
」
は
松
三
十
五
号
）
発
行
で
あ
る
。
二
ペ
ー
ジ
増
や

崎
宗
子
日
記
を
題
材
に
戦
時
下
で
の
夫
婦
愛
し
「
華
麗
な
る
十
年
」
を
見
開
き
で
作
成
し

を
伝
え
る
朗
読
劇
「
黄
水
仙
」
の
上
演
で
祝
っ
活
動
の
歩
み
を
傭
倣
で
き
る
工
夫
を
し
た
。

た
。
さ
ん
ぺ
い
む
つ
こ
さ
ん
ら
若
い
玄
優
さ
さ
ら
に
日
記
塾
、
史
料
班
、
日
記
展
、
会
報

ん
の
手
に
よ
る
脚
本
・
演
出
・
音
楽
に
今
瑁
砺
と
各
部
の
活
動
を
写
真
も
多
く
入
れ
て
振
り

は
酔
い
し
れ
た
。
返
り
、
全
国
〈
苔
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
豊

二
つ
目
は
「
女
性
の
日
記
か
ら
学
ぶ
会
」
富
に
掲
載
し
た
。

関
係
資
料
目
録
を
作
っ
た
こ
と
。
歴
史
年
表
巻
頭
で
は
作
家
遠
山
あ
き
さ
ん
、
ま
た
山

と
比
較
し
て
見
ら
れ
る
よ
う
な
個
性
あ
る
作
口
県
マ
ッ
ノ
塞
早
庫
王
松
村
久
さ
ん
、
さ
ら
に

■丘QG▲ 句＝48-

１
１
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｏ
８
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
８
１
１
１
１
１
ｊ
ｔ
ｌ
ｌ
Ｏ
Ｉ
１
Ｉ
Ｉ
１
１
０
１
０
１
１
８
１
１
１
１
１
０
１
０
８
１
１
８
０
１
０
０
８
Ｉ
１
１
１
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｏ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｏ
１

10周年のつどい

薩
一合

一

一

か

’
’
０
１
１
Ｊ
〃

』

大橋愛子さんキルト完成。会

員の名前が縫い込まれている 12周年のつどい

「
日
本
日
記
ク
ラ
ブ
」
小
谷
信
子
会
長
か
ら

「
地
道
な
活
動
に
敬
意
を
表
す
る
。
冥
然
性
の

日
記
か
ら
学
ぶ
〈
ど
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
が
ぴ
っ

た
り
の
活
動
。
社
会
に
上
手
に
ア
ピ
ー
ル
し

な
が
ら
質
を
高
め
て
い
る
事
に
感
嘆
！
」
と

祝
い
の
言
茱
を
戴
い
た
。
十
周
年
の
感
動
は

多
く
の
マ
ス
コ
ミ
に
も
注
目
さ
れ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

土
曜
ジ
ャ
ー
ナ
ル
戸
女
た
ち
の
戦
争
ｌ
日
記

が
刻
ん
だ
記
憶
」
の
協
力
へ
と
続
い
た
。

★
「
庶
民
の
日
記
展
」
戸
安
曇
野
日
記

展
」
「
姫
路
平
和
資
料
館
」
「
吉
田
得

子
日
記
の
里
へ
」

こ
の
年
（
十
八
年
）
残
暑
の
残
る
八
月
に

「
應
氏
の
日
記
展
」
を
「
日
本
日
記
ク
ラ
ブ
」

と
合
同
で
衷
星
の
高
橋
書
店
で
十
日
間
開
催

し
た
。
日
本
日
記
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
と
力
を

合
わ
せ
て
展
示
し
た
り
交
流
さ
せ
て
頂
い

た
。
共
に
日
記
の
魅
力
を
信
す
る
同
志
だ
と

の
共
同
認
識
も
持
て
た
。
残
念
な
が
ら
、
日

記
ク
ラ
ブ
は
こ
の
後
、
閉
会
、
四
十
年
の
活

動
に
幕
を
下
ろ
し
た
。

翌
十
九
年
三
月
に
は
信
州
安
曇
野
で
「
安

曇
野
日
記
展
」
を
行
っ
た
。
友
人
の
石
田

武
秀
氏
の
経
営
す
る
そ
ば
処
・
信
州
坊
主

を
使
っ
て
信
州
関
係
の
日
記
を
お
披
露
目
し

た
。
本
山
修
一
郎
氏
な
ど
高
校
友
人
た
ち
の

協
力
で
賑
や
か
な
展
示
会
、
華
鰹
髪
云
と
な
っ

た
。

同
六
月
に
は
姫
路
市
平
和
資
料
館
「
子
ど

も
た
ち
が
記
録
し
た
日
常
」
展
へ
鈴
木
千
代

子
、
松
本
喜
美
子
日
記
を
貸
し
出
し
た
た
め
、

そ
の
見
学
と
、
吉
田
得
子
日
記
の
里
を
訪
ね

る
旅
に
出
た
。
総
勢
十
名
を
超
え
る
大
旅
行

だ
っ
た
が
、
姫
路
で
は
鎌
田
芳
寛
含
貝
、
瀬

戸
内
市
邑
久
で
は
正
富
瑞
圃
さ
ん
ご
一
家
の

歓
待
を
受
け
た
。
得
子
さ
ん
の
お
墓
に
も
参

り
出
版
を
心
に
誓
っ
た
。

★
戦
時
下
の
手
紙
へ
の
関
心
ｌ
出
版
へ

会
の
大
き
な
財
産
の
一
つ
が
太
平
洋
戦
争

時
代
の
手
紙
や
日
記
で
あ
る
。
日
記
塾
で
の

発
表
、
十
二
周
年
の
つ
ど
い
で
の
展
示
な
ど

を
通
し
て
出
版
へ
の
道
が
開
け
た
。
平
成

二
十
一
年
六
月
、
十
三
周
年
の
つ
ど
い
で
は

『
手
紙
が
語
る
戦
争
』
の
出
版
を
祝
う
こ
と

が
出
来
た
。
長
田
松
代
さ
ん
、
御
前
政
明
さ

ん
ら
戦
時
下
の
様
々
な
之
場
の
十
一
人
の
手

紙
を
紹
介
し
、
み
ず
の
わ
出
版
社
長
・
柳
原

一
徳
さ
ん
が
撮
影
し
た
実
物
写
真
を
多
く
載

せ
臨
場
感
を
出
し
た
。
戦
争
に
よ
っ
て
普
通

の
暮
ら
し
が
い
か
に
破
壊
さ
れ
る
か
、
平
和

が
い
か
に
大
事
か
を
静
か
に
訴
え
る
一
冊
と

な
っ
た
。
翌
二
十
二
年
八
月
に
は
佐
倉
一
里

塚
に
て
「
手
紙
が
語
る
戦
争
展
」
を
開
催
、

好
評
を
博
し
た
。
（
次
号
に
続
く
） 13周年のつどい祝「手紙が語る戦争」
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★
「
十
九
周
年
の
つ
ど
い
」
、
払
栗
市
長
様

の
ご
臨
席
も
あ
り
ご
盛
会
で
あ
っ
た
こ
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
若
い
人
が
育
っ
て
く

だ
さ
る
の
は
嬉
し
い
こ
と
で
す
。
日
記
ろ
ま

ん
に
平
野
仁
蔵
様
の
様
々
な
年
代
の
日
記
が

発
表
さ
れ
て
お
人
柄
が
分
か
っ
て
き
ま
し

た
。
平
野
様
の
戦
中
戦
後
の
日
記
か
ら
は
同

時
代
を
生
き
て
き
た
も
の
に
は
頷
く
点
が
多

く
、
ま
た
若
い
父
親
時
代
の
日
記
か
ら
は
子

供
達
に
向
け
る
愛
情
が
伝
わ
り
感
銘
を
受
け

ま
し
た
。
今
日
の
若
い
パ
パ
達
が
平
野
様
の

生
き
方
に
学
び
の
多
い
こ
と
を
願
い
ま
す
。

古
い
私
自
身
の
日
記
を
読
み
返
し
、
日
記
を

垂
舅
二
続
け
た
尊
さ
を
、
そ
し
て
日
記
の
会
に

お
ら
れ
る
有
り
難
さ
を
か
み
し
め
て
お
り
ま

す
。
（
京
都
市
・
大
野
英
美
子
）

★
「
十
九
周
年
の
つ
ど
い
」
で
は
大
変
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
早
速
写
真
を
送
っ
て
く

だ
さ
り
あ
り
が
と
季
裂
し
ざ
い
ま
す
。
楽
し
い

会
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
「
古
川
様
の
書
」
本

物
を
拝
見
し
て
素
晴
ら
し
さ
が
よ
く
分
か
り

ま
し
た
。
つ
ど
い
の
当
日
お
見
せ
し
よ
う
と

持
っ
て
行
っ
た
親
友
か
ら
の
謹
奎
日
の
コ
ピ
ー

を
送
り
ま
す
。
昭
和
十
八
年
八
月
（
前
橋
高

女
四
年
）
。
夏
休
み
中
の
勤
労
奉
仕
と
旅
行

と
読
書
の
こ
と
が
一
枚
の
琶
奎
曰
に
詰
め
込
ま

れ
て
い
て
驚
き
ま
し
た
。
そ
れ
と
何
て
難
し

い
本
を
読
ん
で
い
た
の
か
し
ら
と
び
っ
く
り

も
し
ま
し
た
。
｛
里
￥
図
書
館
の
昏
缶
豈
示
も
送

り
ま
す
。
（
前
橋
市
島
畷
滕
伸
王

ひ
ろ

’

凶 ②

Q

櫛
★
つ
ど
い
時
の
写
真
を
あ
り
が
と
一
乱
し
ざ
い

ま
し
た
。
平
野
仁
蔵
氏
は
読
書
家
で
い
ら
っ

し
た
と
記
憶
し
て
い
ま
し
た
が
、
氏
の
本
の

入
手
方
法
の
一
つ
が
〈
毒
煙
の
二
基
淫
と
知
っ

て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
私
は
図
書
館
勤
務

歴
が
長
か
っ
た
も
の
で
す
か
ら
。
そ
れ
と
島

岱
表
の
近
著
『
親
な
き
家
の
臆
つ
け
日
記

信
州
坂
北
に
て
』
は
感
動
し
ま
し
た
。
友
人

達
に
勧
め
ま
す
。
四
冊
送
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
八
千
代
市
・
小
山
俊
王

★
十
韮
挫
笠
則
に
〃
見
た
こ
と
も
な
い
種
娠
を

蒔
き
始
め
、
花
を
咲
か
せ
、
し
っ
か
り
と
根

付
か
せ
た
島
代
表
及
び
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
に

エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。
二
十
周
年
を
貝
則
に

益
々
の
ご
発
展
を
祈
念
し
ま
一
％

帝
原
市
・
神
戸
典
王

★
先
日
マ
ス
コ
ミ
の
人
が
来
て
『
山
国
か
ら

や
っ
て
き
た
海
塞
杲
甲
合
を
手
に
取
っ
て
奥

付
を
見
て
気
付
き
ま
し
た
。
平
成
三
年
で
す

ね
。
島
さ
ん
が
信
州
に
こ
だ
わ
り
始
め
て
四

半
世
紀
に
な
る
ん
で
す
ね
！
そ
の
中
で
日

記
活
動
も
二
十
年
に
な
ろ
う
と
は
。
改
め
て

敬
服
し
て
お
り
ま
す
。
来
年
二
十
周
年
に
は

体
調
を
整
え
て
ぜ
ひ
出
席
し
た
い
と
夢
見
て

い
ま
｛
％
環
尻
市
告
具
聰
付
人
）

★
会
報
を
拝
読
す
る
だ
け
の
会
員
で
す
が
、

何
時
も
皆
様
の
ご
活
躍
に
活
気
を
頂
い
て
お

り
ま
す
。
感
謝
し
て
お
り
ま
一
％

（
山
口
市
・
秋
本
シ
ゲ
壬

★
今
嘉
迩
ハ
十
二
号
拝
読
致
し
ま
し
た
。
平
野

仁
蔵
日
記
の
こ
と
よ
く
分
か
っ
て
き
ま
し

た
。
実
に
魅
力
的
な
人
物
で
す
ね
。
含
貝
の

皆
様
の
健
筆
に
も
驚
か
さ
れ
ま
す
。

（
佐
倉
市
・
清
水
勇
皇
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圖圓囮
★
今
後
の
予
定

○
十
一
月
十
一
日

○
十
一
月
十
一
日
永
）
研
修
会
．
少
し
早
め
の
忘
年
会
。
場
所
は
「
東
京
都
復
興
記

念
館
」
「
東
京
都
慰
霊
堂
」
（
両
国
）
。
Ｊ
Ｒ
総
武
線
両
国
駅

西
口
に
十
時
集
合
。
当
会
青
年
部
長
代
理
・
小
薗
崇
明
氏
が

案
内
。
希
望
者
は
片
岡
事
務
局
長
へ
。

、
０
９
０
．
６
０
３
８
．
６
７
４
３

○
十
二
月
九
日
（
水
）
定
例
会
。
特
別
講
演
。
八
千
代
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

十
三
時
よ
り
。
講
師
、
演
題
は
未
定
。

○
一
月
十
三
日
（
水
）
二
十
周
年
に
向
け
て
『
二
十
年
の
歩
み
』
（
仮
）
校
正
作
業
。

○
二
月
十
日
（
水
）
定
例
会
。
『
二
十
年
の
歩
み
』
校
正
作
業
。

○
三
月
十
日
（
水
）
定
例
会
。
『
二
十
年
の
歩
み
』
校
正
作
業
。

★
「
二
十
周
年
の
つ
ど
い
」

平
成
二
十
八
年
六
月
十
一
日
（
土
）
佐
倉
市
ウ
ィ
シ
ュ
ト
ン
ホ
テ
ル
・
ユ
ー
カ
リ

に
て
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
い
ま
豪
華
絢
燗
た
る
祝
賀
会
に
な
る
よ
う

計
画
を
練
っ
て
い
る
と
こ
ろ
。
大
勢
の
ご
参
加
を
念
じ
て
お
り
ま
す
。

○
会
費
一
万
円
（
昼
食
付
き
）

○
お
土
産
は
出
版
本
『
二
十
年
の
歩
み
』

○
宿
泊
希
望
は
ウ
ィ
シ
ュ
ト
ン
ホ
テ
ル
宿
泊
可
能
。
対
応
い
た
し
ま
す
。

詳
細
は
三
月
中
旬
「
日
記
ろ
ま
ん
」
六
十
四
号
発
送
時
に
併
せ
て
、
ご
案
内
状
、

返
信
は
が
き
を
同
封
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

来
年
の
こ
と
で
す
が
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
入
れ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
ね
。

★
会
費
納
入
を
お
願
い
致
し
ま
す

振
込
先
「
女
性
の
日
記
か
ら
学
ぶ
会
」
島
利
栄
子

郵
便
振
替
口
座
番
号
０
０
１
１
０
．
０
．
３
５
１
５
６
０

入
会
金
；
千
円
年
会
費
…
二
千
円

勺
Ｉ
凸
８
凸
■
今
■
■
ロ
●
Ｇ
Ｄ
ｇ
凸
１
．
０
１
．
８
凸
甲
自
Ｕ
●
甲
●
■
』
０
ａ
日
・
Ｏ
ｄ
０
ｅ
８
０
．
０
▲
１
１
凸
８
０
・
凸
Ｕ
▲
Ｕ
■
■
・
Ｂ
ｂ
０
ａ
Ｕ
凸
０
．
■
０
●
凸
守
凸
●
●
。
・
８
－
Ⅱ
０
．
８
凸
Ｂ
■
Ｕ
●
ワ
ａ
Ｇ
ｂ
Ｕ
ａ
■
■
■
・
■
Ｉ
。
０
．
０
．
０
．
日
。
８
．
８
“
Ｏ
Ｇ
■
Ｉ
凸
９
０
■
■
■
甲
凸
ｇ
ａ
Ｕ
Ｄ

－
★
会
員
ご
逝
去

一
師
岡
一
郎
さ
ん
平
成
二
十
七
年
一
月
宮
原
正
幸
さ
ん
同
－
月

根
尾
睦
子
さ
ん
同
四
月

一
笠
原
徳
さ
ん
同
一
月

子
さ
ん
同
八
月
一

一

牛
箭
の
ご
厚
情
に
感
謝
し
謹
ん
で
ご
皇
鱈
乞
弥
り
ま
す
。
↑

ロ
６
８
』
■
？
■
け
■
■
■
日
■
５
９
日
■
８
岳
。
ｅ
■
｛
■
■
■
■
■
ｐ
■
■
■
■
Ｂ
弓
《
■
》
▲
■
甲
●
甲
一
■
■
■
■
■
■
■
守
卓
■
■
■
■
二
■
。
●
９
口
■
亨
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